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狛江市立中学校の部活動等

推進連絡協議会委員 各位

狛江市立中学校の部活動等

推進連絡協議会 会長

吉田 知弘

令和６年度第４回狛江市立中学校の部活動等推進連絡協議会の

書面審議の結果について(通知)

部活動の推進に関する報告書につきまして、令和６年度第４回狛江市立中

学校の部活動等推進連絡協議会を書面開催し、令和７年２月 27 日までに回答

書をご提出頂きました。年度末のご多忙のところ、ご協力を頂き、誠に有難

うございました。

結果につきまして、以下のとおりご報告いたします。

１ 協議事項 部活動の推進に関する報告書について

承認する:17 未回答:２

２ 結 果 可決されました

３ 意 見 等 次ページに掲載

４ そ の 他 ９ページ「検討の方向性①②③④」の説明部分につきましては、

説明部分を対比させるため、11ページに別途、掲載させて頂

きました。内容の変更はございません。
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ご意見 回答

子供たちの意見を、これからも聞いて欲しいです。 今後も、保護者・学校関係者等と緊密に連携を取り

ながら、聴取に努めて参ります。

「拠点校」や「合同チーム」等の「地域連携」から

段階的に取り組み、まずは「在籍する学校にない部

活動でも参加できる」について。自校にない部活動

に参加する場合、未設置校にも部活動の顧問が必要

である。そうでないと、設置校の顧問が自校の生徒

だけでなく、他校３校分の生徒についても見なけれ

ばいけなくなり大幅な負担増になるのと、各校に管

理顧問を設置すると、４校で大幅に部活動数を減ら

す必要が出てくる。「在籍する学校にない部活動にも

参加できる」ようにするためには、大幅な部活動数

の調整が前提になるので、それもまた、協議会で今

後ご検討いただきたい。

拠点校方式の導入に向けては、頂戴したご意見も含

めて各校と市教委で丁寧な調整が必要と考えます。

部活動指導員の増員配置について。全部活動に部活

動指導員が必要だと考える。増員配置の具体的な数

として「４校合計の部活動数」。その分の予算確保を

検討して頂きたい。そこから、兼職兼業を希望する

教員がいれば、部活動指導員の必要がない部活動が

出てくる。教員の負担を減らす・適正な業務量にす

ることと、生徒の活動を止めないことを両立してい

くのであれば、全部活動に部活動指導員を配置する

ことが前提だと考える。また、既に技術指導員の予

算が足りていない学校がある。生徒の有意義な活動

のため、予算の確保をに市へお願いして頂きたい。

「拠点校化」「合同部活動・合同チーム」として活動

する部活動については、部活動指導員の増員配置が

必要である旨、報告書に記載したところです。全て

の部活動に部活動指導員を配置することについて

は、さまざまな観点から総合的に判断されるものと

考えます。

学校間の移動について。現在、狛江市の生活指導主

任会では自転車での移動は原則認められていない。

また、自転車通学も認められていない。野球の連合

チームのみ認められていると思うが、自転車による

トラブルがあった際、勤務時間外に教員が対応する

可能性がある。各校の管理顧問が対応しないと、活

動先の顧問だけでは対応できず、その日の活動がで

きなくなる可能性がある。その部分の課題も解決し

た上で、進めていく必要があると考える。

安全管理については、報告書に「学校間の移動にあ

たっては、自転車での移動を認めるとともにヘルメ

ット着用等の安全指導を行う必要があり、自転車保

険への加入義務や部活動参加における交通安全の徹

底を図る必要があることから、合同部活動マニュア

ル等へ明文化することが望ましい。」と記載をしてお

ります。トラブル時の対応についても、市教委と各

校での調整課題の一つであると認識しております。


